春節花火・爆竹売り上げダウン

ハルビン市内の四つの爆竹専門販売店の販売実績によると、今年の春節を前に四店舗合わせて約２５００万元の花火爆竹商品を入荷したが、現在倉庫には約１４００万元の売れ残り商品が返送された。これまで最大の爆竹売り上げダウンとなった。今年倉庫に返送された爆竹段ボール数は５０００個で、去年同期に比べて３倍となった。

記者はハルビン香坊区にある爆竹倉庫で販売店のスタッフに話を聞いたところ、劉さんは昨年２００万元の爆竹を入荷したが全て完売し、収入は良かったそうだ。今年も２００万元の商品を入荷したが、約８０万元の商品が売れ残り、大赤字を出してしまったという。劉さんのような小売商人にとって今年の売上の損失は大きい。他にも１２万元の爆竹商品を入荷し、７万元分売れ残った者や、３０万元の爆竹のうち、約２７万元の商品が在庫している小売業者もいる。大手の爆竹卸売会社の孫社長は３００万元の商品を入荷し、全部小売店に出荷したが、現在は５０％の商品しか売れていないという。

「今年政府は市民の生活環境を保護するため、花火爆竹を少な目に鳴らすよう宣伝する一方で、市民も空気の悪化などを認識し始めたのか、全国で花火爆竹売り上げが大幅にダウンした」とハルビン市爆竹専門販売会社の高社長は話した。北京、天津、瀋陽などの都市でも爆竹の販売が大幅に減り、また黒龍江省や遼寧省地域などの爆竹違法生産工場の取り締まりも強化された。今回のことを受けて、来年は政府や同協会による花火・爆竹の生産と販売に関する政策変化が予想される。
　　　　　　　　　　　　　　　（ハルビン新聞ニュースより）
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